
分析士試験の効能 

 

  私は 20 年以上、HPLC のテクニカルサポートやアプリケーション開発に従事しています。お客さ

んの分析条件を開発したり、自社製品の特長を生かしたアプリケーションを開発したりするのが主

な仕事で、HPLC 分析のコンサルティングも行います。クロマトグラフィー全般の基礎知識や HPLC

に特有の基礎知識は、仕事を通じてそれが必要とされるたびに覚えてきました。年数を重ねるうち

に一通りの基礎知識や経験に基づくノウハウなどを身につけることができ、偉そうに人に教えたり

することもあります。 

  LC 分析士の資格試験は、HPLC を生活の糧にしている者としてオーソライズされた資格の一つくら

いはあってもいいだろうという気持ちから受験しました。日本分析化学会の液体クロマトグラフィ

ー研究懇談会の運営委員には、必須の資格になったということもありました。試験の感想は『専門

的な問題より基礎の問題が難しい』でした。これは、私だけでなく受験された多くの方が、そう感

じられているのではないでしょうか。昨年、数年ぶりに分析士試験（LC/MS 分析士二段）を受験し

ましたが、やはり基礎の問題に苦戦しました。 

電気陰性度なんて、何年ぶりに見る単語だろう？ 

水素イオン濃度から pH を求めたのはいったい何十年前だ？ 

LC にフォーカスした資格なのだから一般化学の問題は不要では？ という考えもあると思います。 

HPLC を使う仕事をしていれば日々の業務を通じて、ノウハウは身についていきます。しかし、ノウ

ハウのバックグラウンドにあるもの、クロマトグラフィーの基礎や分析化学、化学全般の基礎知識

は意識して勉強しないとなかなか身に付かないものだと思います。クロマトグラフィーの基礎理論

はともかく、分析化学や化学一般の基礎知識が目の前の分析条件開発に役立つのか、と問われれば

無条件で“Yes”とは言えません。しかし、実験の進め方に行き詰ったときや結果の解釈に悩んでい

るとき、あるいは新奇性のあるアプリケーションを開発するときなどに役に立つのが、こういう基

礎知識ではないかと思います。 

基礎知識を習得しようと思い立ってもどの分野を勉強しようか迷ってしまいますが、分析士試験

の問題は良いトリガーになると思います。 

                            （2016 年 3月 14 日 記） 
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